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１０月、本格的な秋です。本来ならば、行事やイベントの多い時期ですが、まだまだ難しそうですね。

長引くコロナの影響で、会議をオンラインで開催するなど、ライフスタイルも大きく変化したと思います。

また、家族と過ごす時間が増えたり、健康を意識するようにもなりました。 

過ごしやすい季節です。そぞろ歩きなどで気持ちを切り替えたり、楽しいことを見つけたり・・・。 

元気を出して乗り切っていきましょう。 

『センター長のコラム』 第 14 回 

♬ 三重県盲ろう者・通訳介助員養成講座が開講しました！ 

 

♬ 三重県要約筆記者養成講座が開講しました！  

 ９月１０日（金）、８名の受講者を迎え、要約筆記者養成講座を 

開講しました。この日は、午前２時間、午後２時間の講義を受け、 

質問なども積極的に交わされていました。緊急事態宣言発令中で 

あるため、リモート実施ではありましたが、パソコンの画面から 

は、受講者みなさんの『やる気』と、これからの学習に『わくわく』 

した気持ちがあふれ出していました。 

これから約１年３カ月、力をあわせて頑張りましょう！ 

（８名全員がパソコンコース受講、うち６名が手書きコースも受講） 

感染症対策で開講を延期しておりましたが、9月 23日（木祝）リモートで開催をしました。 

受講者は手話コース３名、パソコンコース１名の計４名です。リモート実施のため、4名が集合して

の講座とはなりませんでしたが、画面をとおして受講者の『やる気満々！』のお顔を拝見することが

できました。これから 2年間（84時間）一緒に勉強する仲間です。 

初めの 1年は概論や疑似体験、コミュニケーション実習、移動介助の実習、通訳技術の基本などを

学びます。 

遅刻ＮＧ、出席率 80％以上と厳しい条件ではありますが、みなさん一緒に頑張りましょう！ 



 

今回のおすすめ作品 

ご自宅から、作品の貸し出し申込みや返却ができます。 

①三重県聴覚障害者支援センターの利用者登録をします（既に登録済みの方は手続きは不要です）。 

②「字幕入り映像ライブラリー借受申込書」に必要事項を記入し、支援センターに提出してくださ 

い（郵送・ＦＡＸ・メールでＯＫ）。 

 ③貸し出しは、1 人 1 回 3 巻（枚）まで。 

 ④手渡しでの貸し出しが原則ですが、郵送を希望する場合は、郵送による貸し出しも行っています。 

 ⑤貸し出し期間は 2 週間まで。郵送による返却もＯＫです。返却時の郵送料はご負担ください。 

✐当センターホームページに、申込書や作品リスト、動画『字幕入り映像ライブラリーの利用につ

いて』を掲載していますのでご覧ください。 

 新しい生活様式の推奨で自宅での過ごし方 

が見直されている。家で過ごす時間を楽しむ 

工夫のひとつに料理がある。今回は、自宅で 

できる飾り巻き寿司の作り方を紹介。飾り巻 

き寿司は華やかな見た目だけではなく、食材 

であるすし飯やのりには身体によい効果もある。 

初心者でも作れる「桃の花」と「カエル」の 

作り方を紹介。 

🎦出演者：川島美由紀／佐沢静枝 

江副悟史／西脇萌華 

🎦２０２０年・聴力障害者情報文化センター・３２分

 

 障害のある人がつづった詩に、著名人が作品を寄せる 

ＮＨＫハート展。知的障害を伴う自閉症のある岩元優真 

さん（１４）にとって、詩は周囲の人に自分の言葉を伝 

えられる数少ない機会。二人三脚で奮闘する母との日常 

を独特の表現で描く。聴覚障害のある駿河富子さん（６８） 

は、幼いころ言葉に傷つき、詩を書く中で自らの人生を 

取り戻してきた。詩に込められたそれぞれの人生を見つ 

める。 

🎦出演者：白鳥久美子／中野淳 

🎦２０１９年・ＮＨＫＥテレ（制作）・２９分

１ マイナンバー編、２ マイナンバーカード編 

３ マイナポータル編、４ 安全措置編 

    ２０２１年・内閣府・２２分 


